













という想定 (Argyle, 1967)を基とした実践介入(Social Skills Training : 









ると度々指摘されている(e.g.Marzillier, 1978；Trower, 1995 ; DeRosier 
































































































他訳 1976/1991 ；1973 黒田・岡田・吉田訳 1977)。この弁を踏まえて，
青年期以降を対象としたアタッチメントスタイル(アダルトアタッチメン


















回避」「見捨てられ不安」の２次元からなる“the Experience in Close 
Relationships inventory：ECR”という名称の尺度を作成した。この2次
　 　











要だろうと主張し，ECR を元とした“ECR 一般他者版(the Experience 












タイルの安定性と有意に関連すると示されている(e.g. DiTommaso, et 




















































行ったところ，親密性回避得点(F (3,281) = 14.45)，見捨てられ不安得












接近スキルの全条件との負の相関(親密性高条件から順に r  = －.31/ －.44/ 
－.33)が有意に見られた(全て p<.01)。また見捨てられ不安得点と距離化




高条件　  中条件  　低条件
距離化スキル
高条件　  中条件  　低条件
親密性回避　　 －.31＊＊ －.44＊＊ －.33＊＊ 　.10 　.11 　.08






























果が認められた(F (3,281) = 3.00，p<.05)。Bonferroni による多重比較の
結果，恐れ回避型＜とらわれ型が5％水準で有意であった。







安定型 18.49 (3.00) 15.30 (3.17) 12.38 (3.28)
恐れ回避型 18.32 (2.76) 14.59 (2.76) 11.39 (2.98)
とらわれ型 18.69 (2.30) 16.31 (2.60) 13.81 (3.12)
拒絶回避型 17.92 (4.03) 14.98 (3.37) 12.50 (3.67)
距離化スキル
高条件　　　　　　　中条件　　　　　　　低条件
安定型 18.19 (5.13) 20.10 (5.41) 20.94 (5.97)
恐れ回避型 19.62 (5.16) 21.49 (5.29) 21.94 (5.88)
とらわれ型 21.38 (4.29) 22.63 (4.01) 23.00 (4.53)









F (2,294) = 308.75，恐れ回避型： F (2,140) = 179.54，とらわれ型： F (2,30) 
= 29.16，拒絶回避型： F (2,98) = 53.17，全て p<.01)。Bonferroni の多重
比較結果から，全ての群において親密性高＞中＞低の順に有意差が認めら
れた(全て p<.05)。
　距離化スキル　安定型(F (2,294) = 61.53)，恐れ回避型(F (2,140) = 
20.58)，拒絶回避型(F (2,98) = 23.59)において親密性の主効果が有意に認
められた(全て p<.01)。なお，とらわれ型における親密性の有意な主効果






















































らは以下のように述べている(Pietoromonaco, Greenwood, & Feldman 










































































だった反応が予測出来ず(e.g.；Pietromonaco et al,, 2006)，行き当たり
ばったりの戦略をとって，不完全な接近と回避を矛盾した形式で行ってし
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